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　　Almost　al1　artifacts　are 　related 　with 　behavior　er 　cognition 　of 　human−being．And　human・being　is
Autopoiesis　by　maturana 　and 　Varela．皿 iis　paper　is　trying　tO　get　new 　design　theoIy　based　on 　Autopoiesis　to
humanbeings　and 　artifacts　world ．But　ardfa 〔霊s　are　allopoieisis ．　It　is　difficult　tr）join　these　autopoieisis 　vs ．
allopoieisis．　Then，血e　concept 　of 　embodiment 　wi11　needs　tO　solve　this　problern．　We 　Uied　tO　make 　some 　case

study　using　the　concept 　ofembodimentto 　figure　out 　ofnew 　desi即 theoly
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　　　 　　　 　　　 1．は じめに

　生命シ ス テ ム として ヴァ レ ラ とマ トゥラ
ー
ナによっ て

オ
L・

トポ イエ
ー

シ ス O）と言 う概念が提
亅

昌されて 34年の歳

月が流れた。その 間に社会学に於い て はニ クラス ・ルーマ

ン によるオートポイエ ーシ ス の 袿会学への 適応 と言 う業績

が あげられ る   。 デザイ ン は、今 目、情報シ ス テ ム をそ

の対象とするに至 っ てお り、さらにはロ ボッ トの 導入など、

燗 と深 い 関わ りを有するシス テム をもそ の橡 の 糊

に取 り入れ るよ うな段階となっ てきた。

　 この 動きに伴 っ て、従来 か らの 人工物を対 象とした工

業デザイ ン の方法 に加えて 、人 間 と人 工物の 間の 関係性の

問題が浮上 して きた。今 目、ユ
ーザ ・イン タ フ ェ

ー
ス がデ

ザイン の対象として 顕在化 して い る こ とがその こ とを示 し

てい る と考えられる。また、デザイン におい て は、人工物

（商品）を見た ときの イメージを取 り扱 っ て い るこ とは言う

まで もない。イ メ
ージ もまた、燗 と灯 物の 間に難 し

て い る現象で あると考えられる。従来か ら、デザイ ンは

灯 物に対 して牒 を御 、そ嚇 果が燗 とM 物の 関

係 性にまで及ぶ と言 う構造を持っ て きたが、近来、人間そ

の もの 咽 1盈 燗 の 囃 を齷 した燃 を麗 としたデ

ザイ ン の 新たな方法論にまでデザイ ン の 対象、方法論の展

開の筵囲が広がっ て きて い る。

　本稿は、本来デザイナー
に求め られて い る未刑新たな

纖 黼 1出するため囎 1慥 騰 、燗 に与え られて い る

嬲 を撰 し、さらに燗 力櫛 妊 物をデザイ け るた

めの 方淮論 を、人間 と言 う 「生命1 の シス テ ム とい う立脚

点か ら構築するため の 基本的なデザイ ン理論の 枠組み を

提 供する もの で ある。

2，オートポイ エ ーシス

　1972年にチ リ大学の 神経生理 学者フラン シス コ ・ヴァ

レラ とフ ンベ ル ト・
マ トゥラーナ によっ て提唱された オ

ートポイエ
ー

シ ス とい う概念は細 包を基本と した生命をシ

ス テ ム と して 捉 えた理論で あるop）。その シ ス テム は、以

下の ような特徴を有す る 3）。

　 O 個体性：シ ス テ ム に おい て 自己組 織 され た働 き、

　　 動きを本質とする自己規定に基 づ く個体性

　 ○ 単位体として の境界の 自己規定i

　　　シス テム 自身に よる境界の 自己 規定

　 ○ 自律陸

　　 シ ス テ ムの 作動はシ ス テム 自身によっ て 決定する。

　 ○ 入 力 ・出力の 不缶

　　　 シ ス テム 自身に とっ て、シ ス テ ムは変化するだけ

　　　で あ り、入 力、出力に関 して は知覚で きない
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　 また、オ
ー

トポイエ
ー

シ ス とい うシ ス テ ム は、構成素

が次の 構成素の 産出を起動して ゆく産出プ ロ セ ス のシ ス テ

ム で あ り、その 際、自己を 自身 で観定 して ゆく閉鎖系の 性

質 を有 して い る。この ようなシ ス テム は、繝 包レベ ル の 生

命現象におい て遥応で きる。

　 さらに、生命として の 「個」 で ある身体におい て も産

出シス テム とい う視点におい て 当て はまる。ただ し、身体

の 場合は物理的な存在としての み身体を把握すると上記の

説明で は矛盾が生じてくる。

　
一
方、社会をシ ス テム として把握 した場 合、オートポ

イエ ーシ ス 嬾 螺 と して燗 囃 拷 え るこ とがで き、

さらに その 構成素を文化、あるい は国家 企業等に 対応
して考えて ゆ くこ とが可 能であるこ とを、ニ ク ラス ・

ル
ー

マ ン は示 したep

3．オー
トポイエ

ー
シス の デザイ ンへ の適応

3．1．デザ イン に 於ける人間と人工 物の関係

　　デザイ ン、特に工 業デザイ ン は、人 間 と人工物 の 関

係性の 記述を行っ て きた と考えるこ とが可能で ある。
こ の

関係性に は、大きく分類して 2種類の 要素が ある。

　 1）イ メ
ージ：人 間が 人工 物 を見 る、も し くは使用す る

駘 、燗 a）eダリテ ィ 樋 じて燗 力鰯 るイメ或

　 2）ヒ ュ
ー

マ ン ・イ ン タフ ェ
ー

ス ：人 間の 機能 と人 工物

の 機能間の 関鴎

　 工 業デザイ ン はそ の 初期におい て はイ メ
ージを形成し

て ゆ くこ とが、その 作業の 基軸であ っ t［。そ の 後、情報機

器 、特にコ ン ピ ュ
ータがデザイ ン の 対象 になっ て ゆ くにっ

れ て ヒ ュ
ー

マ ン ・イ ン タフ ェ
ース がそ の範疇に入っ て きた

と考え られ る。 そ して 、
こ の 2 つ の要素がデザ インの主 な

内容で あ っ た とい うこ とが考え られ る。

3．，2．人間 ・人工物間 へ のオートポイ エ ーシス の 適応

　 こ こで、オートポイエ
ー

シ ス の概念を適応して みる。

　人 間は生命で あ り、広義には、オートポイ エ
ー

シ ス で

あ るとい うこ とがで きる。また、人 工物は対概念で ある ア

ロ ポイエ
ー

シ ス で ある と考えられる。

　 オートポイエ
ー

シ ス 同士 は構造的カ ッ プ リン グとヴァ

レ ラ、マ トゥラーナが呼んだ構造化に よっ て新たなオ
L．・

ト

ポイエ
ー

シ ス を形成するこ とがヴァ レラ、マ トゥラーナ に

よっ て 説明されて い るが、オ
ー

トポイ エ ー
シ ス とア ロ ポイ

エ
ー

シ ス 間におい て構造的カ ッ プ リン グが 可能で あるとは

説明で きな臨 しか し、例 えば 自転車に人 間が乗っ て い る

駘 を考えてみる と、そこ には燗 と鹹 鋤 鉢 となっ

て新たなオートポイエ ーシ ス の 構成素が創出されて い る と

考え られ る。

Bicycte

十

HumanBeing

FigLE  b  t（bkvclj）

iE”ergy

　そ こで、　「身体1凵 とい う機能 をここ に取 り入れ る。

　 身体 fUthM内に作成 され る内部モ デル と、同様に経験、

知識に よっ て 同 じく脳 内 に作成 され る遠 心性 コ ピーが一致

した場合に起 こ るフ ィ
ー

ドフ ォ ワ
ー

ド現象の こ とで ある

ChrisHarris＆ FanhBudge）．図2tこおい て、脳内の高度処理（前

頭葉等）か ら出された命令が下部処理 （ノ亅脳 等）ハ伝達さ

れ、下部処理内掲袁心姓 コ ピーが形成される。また、この

命令は下部処理か ら筋肉等に伝達され、筋肉からまた下部

処理 へ と伝わ る。この 際に先に下部処理 に蓄積 されてい る

遠心牲 コ ピーと照合さ払 遠心牲 コ ピー測 彦正 され る。一

般的に遠心性 コ ピーは命令よ りも先に存在す るた めにフ ィ

ー
ドフォ ワード現象が発生する。 内部モ デル は命令によ っ

て発生 す るもの であ り、この 内部モ デル と遠心牲 コ ピーの

一
致 が身体1匕を生む と、ハ リス らは考えてい る（4X 。 こ の現

象は客観的に計測が可能であ り、身揖北 が起こ っ てい るか

ど うカの 同定が可能で あ る。

　　　「
　　　　一　　　　一

　 　 　 　 　 MghtrCtn ヒr●

　 　 　 　 ／t　L／Mコx・／d　ニ　　1．t　tCコ　tSlt

　　　　　　　舌
　　　 「

一一一一一一『r−

・儡 乙
一
t − ・ ・巾

　　　　　　「
　 Mltscles

一

昌
　 　 　 　 　 　 【¶oにr【曜　　　　匿　@冖　　　一

　 τ 　 　 　 　　　　「t．・tltshLLt
3 〕 刃 　　 　　閥 ・吋」、面kt．t ・’tn【卜1r ・1”t払T・filE亡［r、／ltd
D1監「 Fi

． 跏   t 　アロ ポイエーシス である人Z物と
オ

ートポ イエー

スであ る人 間の間にお いて「身体化 1が 行 われている場念

体化された人 工物十人間は新
たなオートポイエーシスの構域素

あ ると考え る。 そして、この状態 をEnacti
な状態と呼ぶ． EnaCtive な 熈 にお い ては 、

勅燗 と畑黼 の酬 生 は燗には騰さ
紘

い 。 すなわ ち、 ヒ
ュ

マ ン ・イ ン タフェー スとしての理想状態にある と考え られる

イメージも 同 様 に意 識 さ れず、燗の躰それ 自 吻勵

中
に組み

まれて
い
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となっ てい る。人工物の使用を考えた場合、この 状態は理想状況

である と考えられ、デザイ ン はこ の状態になるための トリガー
で

あるとい う考え方力減 立する。すなわち、En岫 ve では ない 状態

に おいて、形態に よっ て形成されるイメ
ージは Enactive な状態を

想起させ る機能をもち、ヒュ
ー

マ ン ・インタフ ェ
ー

ス は Ena畑 e

な状態 へ移行するプロセ ス にお ける方法 である。

ここに拙 ン噺 たな鵬 鍛 して くる。舟 イ ンを燗

の 行為で あるととらえた場念

O 殫 イン とは燗 と畑 物 墹 におい て 躰 ゆ 勣

　 トリガーで ある

とい うこ とである。図 3におい て燗 とい うオートポイエ ーシ ス

と何 らかの人1物 （自転車等）が身体化する とこの異なる二 つ の

状態が
一体化 し、その間に存在するはずの ヒュ

ー
マ ン

・
イ ン タ フ

ェ
ー

スが 翻 匕されな くなるとい うことで あり、デザイン カ形 態

を取 り扱い 、燗 の イ メージ に働きか けて い る駘 で も、その デ

ザイ ンは最終的に対象とす る入工物との 身体化をイメ
ー

ジ させ る

とい う効果を持っ て い る とい うこ とで ある。

　 Enactive　 Element
’

＝ Embodied 　Element

Au 辷opoiesis

1レ　　　　　Inte「f［ice’　ユ

　　　　　＝　HUI “ an 　 InLerfa ⊂e

AH〔冫Poie凹 5

　　　　　　　　 0絹」彌 α ！理ement

　 また、特に視覚的に人 − 物の形態が とらえられ た場 合、

J」fitaUi に よ っ て提唱 され た ア フ ォ
ー

ダン ス とい う概念

は、デザイ ン とい う行為が もた らす効果で ある と考えるこ

とが司能 となる。

33 ，Enacljve　lnterfaoe

　   ve な状態が確保で きた場合．従来のデザインで は対応

して こなか っ た新た な界面が表出 して くる。それは、環覧との 間

の イン タフ ェ r ス で あり、この 環竟との 間の イン タフ ェ
ース に対

するデザイン方法論が生まれる ことで、デザインの→ 殳理論 へ の

道力欄ける と考えられ る。 幗 4）

　　 そこで、「
身体価 に基づ恥 て人工物を分類し、その分類に

従っ たケ
ー

ス ス タディ を展開する。

　　 Enactive　Element
　
−

＝ Embodied 　 Element

Autopoiesis

1レ　 　　　 interfa⊂e 　1
　　　　 ＝　日urnan 　Interface

AilOP〔〕「elSi5

　　　　　　　1レ　　　　　　　　　　　 王1、terface　2
　　　　　　　　　　　 ＝　Enactive　 Interface

ダ

国 ノ、 〆丶 ノ へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 EI．L・i，／’．v ／1・．・一「 t

　　　　　Environment

3．4，Enactive　lntertace　Design　Me 廿1αdorogy の為 の 人

工 物の 分類

　　「身体化 」 に基 づ い て 人工 物を 分類 し、そ の 分類

に従 っ た ケース ス タデ ィを行 うこ とに よ っ て 、 それ ぞ

れの 分野で の デ ザ イ ン 理 論、な らび にデザイ ン の
一

般

理論が形成で き る と考え られ る。

　 仮説 と し て 、以 下の よ うな 5 っ の ク ラス ターに人

工物 の 分類を行 っ た。

　 分類 の 根拠は 人間 と人工 物の 関わ り方 の 差異 に よ

る もの で あ る。

1）　 InfrasuructUre； 例）発電機、水道管等

　　　　　直接的に は人 間 との 接点を持た ない
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2 ）

3）

4）

5＞

　 人 工 物

Physical　Einibodiment　1 ；例 ）ハ ン マ
ー、

　　　　　　　　　　　椅子 等

　 人 間の 行為に直接関わ る人工物

Physical　E　Tibodiment 　2 ；仮岨）自騨 、

　　　　　　　　　　　 自動車 等

　 人間の 行為が間接的に関わる人工 物

In飴m 飢ion　Elnbodim   t　1 ；

　　　　　 例）ユ ーザイ ン タフ ェ
ース

　 直接的な人 間人 工 物間 の 情報 交換

Inbm 閥 on 画 nh 〕diment　2 ；例）情報機器

　 間接的な人 間 人 工物間 の 情報交換

こ れらの 人 工 物 ごとに 身体化 の あ り方が 異な る と

考えられ る
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4 ．終わ りに

　上記分類 の 中で の 身体化 の あ り方、な らび に そ

れ ぞれ の 状況 に お け るデ ザ イ ン の 働 きを明示化す

る こ とに よ っ て、身体化 を トリガーとす るデ ザ イ

ン の 働きの 総体 と、オー
トポ イ エ ーシ ス と して 機

能 して い る シ ス テ ム に 対す るデ ザイ ン 理 論 へ の 発

展が期待で きる。
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